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1. はじめに 

宮城県北部に位置する伊豆沼・内沼はラムサール条約に登録されており、国内有数の水鳥の飛来地として、

毎年 10 月上旬から 3 月下旬にかけて年間 40,000 羽以上もの水鳥が飛来している。それによる、水質汚濁の

低減を目的とした給餌池が伊豆沼畔に造成された 1）。 

嶋田・藤本(2010)2)3)によると、1 シーズンに給餌池へ入込む水鳥の総数は、財団法人宮城県伊豆沼・内沼環

境保全財団による組織的な水鳥への給餌が行われていた 2007 年度に約 90,000 羽が確認された。その後、水

鳥の集中化による鳥インフルエンザなどの感染症の発生や拡大が懸念され、給餌池における給餌活動が自粛さ

れた。それに伴い、給餌池へ入込む水鳥の総数は減尐したが、それでも 2008 年度から 2009 年度には 1 シー

ズンに約 10,000 羽から約 15,000 羽の水鳥が給餌池に入込むことが確認されている。 

 これまでの研究では、水鳥給餌池における冬期の池水中から大腸菌が検出されないことや大腸菌群数が尐な

いことから、水鳥糞便由来の大腸菌群および大腸菌が冬季の低水温期において不活性化し、春から夏にかけて

池内で増殖している可能性が示唆された 4)。それを確認するため 4 月上旬から 7 月上旬にかけて給餌池におい

て週に一度の頻度で採水し、大腸菌を測定した。その結果、水中からは 0.5 CFU/ml から 0.1×10 CFU/ml

の大腸菌しか検出されなかった 5)。しかし、給餌池に入込む水鳥の 9 割はオナガガモが占めており 2)3)、その

糞便中には、1.1×102 CFU/g から 3.5×103 CFU/g の大腸菌が含まれている。負荷源があるにもかかわらず池

水中から検出されなかったため、池の底泥を調査した結果、一部底泥から大腸菌が検出された 5)。 

またこの調査では、地点によって異なるが底泥中に 4.9×102 CFU/ml から 1.5×104 CFU/ml の大腸菌群が

検出された 5)。給餌池の大腸菌群数は、検出されない時期もあれば、2.6×103 CFU/ml も検出された時期もあ

る。基本的に給餌池内の大腸菌群は水温と伴に変動しているが、どの水温が閾値となっているのか不明である。 

そこで本研究では、底泥を用いた培養実験を行い大腸菌数および大腸菌群数と水温との関係を把握すること

を目的とした。 

2. 材料と方法 

2-1 採水地点および調査期間 

給餌池(南北約 50m×東西約 100m、水深約 0.7m)は構造上、伊豆沼から独

立しており、2007 年 3 月に水抜きが行われ、6 月上旬に伊豆沼と通じた隣池

からポンプにより導水された。また、2010 年 4 月上旬から 2010 年 5 月中旬

にかけて断続的に水が抜かれ、水位を低下させた。給餌池の流入は原則とし

て雨水と雪である。 

水鳥が入込むこの池にはヨシ、マコモおよびハス等の水生植物が生育して

いるが、岸の一部は鉄板となっており植物群落はない。ハスは例年 6 月から

9 月にかけて池内に群生し、その後枯死する。 

採泥は、図 1 に記した地点(×印)にて、2010 年 4 月 18 日に柱状採泥器を

用いて底泥を採取した。 

2-2 実験方法 

実験の概要は図 2 に示した。実験系は日本ベクトン･ディッキンソン株式会

社製 BLUE MAXTM 50ml Polypropylene Conical Tube (以後、BD FalconTM

チューブ)に底泥表層部を湿潤重量で 5g 収容したのち、池水 45ml を底泥が

撒きあがらないように静かに注入した実験区と、池水のみを収容した対照区

を設定した。 
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水温との関係をみるため培養温度は 3 段階とし、公定法の 37℃と給餌池で観測された最高水温付近である

25℃、それに低水温条件としての 15℃に設定した。実験区と対照区はそれぞれの設定温度において 1 本立て

とし、合計 6 本の培養サンプルについて BD FalconTM チューブ培養後 24・48・96・168 時間後に表層水を分

取した。分取サンプルは、1ml ずつ 3 枚の寒天培地に混釈し、それぞれの温度で 24 時間培養後に出現したコ

ロニーを計数した。 

測定は、大腸菌群数(デスオキシコレート酸塩培地法)、大腸菌数(CHROMagerTMECC 培地)とした。 

3. 結果および考察 

3-1 大腸菌群について 

 底泥と池水の実験区と池水のみの対照区の結果を図 3 に示す。

ここでの大腸菌群数は 3 枚の培地での計数を平均したものである。

実験は大腸菌群が 2.6×102 CFU/g から 6.5×102 CFU/g含まれる

底泥と、0.2×10 CFU/mlの大腸菌群を含む池水を用いて行った。

なお、この値を初期値とした。 

37℃で培養した結果、実験区では 2.1×102 CFU/ml から 9.2×

102 CFU/ml まで増殖したが、対照区では 48 時間後に 3.3×103 

CFU/ml まで増殖した後減尐し、大腸菌群が検出されても 0.5×

10 CFU/ml から 0.8×10 CFU/ml 程度であった。 

 25℃で培養した結果、実験区は 24 時間後に 5.5×102 CFU/ml

まで増殖し、その後減尐傾向を示した。一方、対照区では、大腸

菌群を検出しても 0.2×10 CFU/ml から 1.5×10 CFU/ml 程度で

あった。 

15℃で培養した結果、実験区および対照区の大腸菌群数は、検出されても 0.2×10 CFU/ml から 0.8×10 

CFU/ml 程度であった。 

3-2 大腸菌について 

実験は、大腸菌が 1.5×10 CFU/g から 3.8×102 CFU/g 含まれることが明らかとされた地点の底泥を用いて

行った。なお、この値を初期値とした。その結果、25℃で24時間後および48時間後の条件から0.1×10 CFU/ml

の大腸菌が培養水中より検出された。底泥を含まない対照区においては未検出であったことから、底泥の存在

の有無により差が生じたとも考えられるが、大腸菌群数の結果と比較するとその影響はかなり小さいことが示

された。 

以上より、底泥中に大腸菌が存在するのにもかかわらず、15℃および 25℃ならびに 37℃それぞれに設定し

た温度で 168 時間培養したとしても水中へ移行して増殖することは確認できなかった。 

4. まとめ 

底泥と池水の実験区を 37℃と 25℃で培養した結果では、大腸菌群数の増殖を確認したが、15℃で培養した

結果では大腸菌群が増殖しなかったことから、15℃と 25℃の間に池水中の大腸菌群が増殖する水温の閾値が

あることが示された。 

また、大腸菌が含まれる給餌池底泥を用いて培養を行ったが、水中で増殖しなかったことから、給餌池水中

において大腸菌の増殖が抑制されている可能性と、大腸菌が生育できない可能性があると考えられる。 

大腸菌が水中で増殖しない要因としては、原生動物による捕食や大腸菌が生育できない可能性など考えられ

る。これらの検証については今後の課題である。 
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図 3 大腸菌群数の結果 
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